
①問診結果の概要（コーディネーターによる事前ヒアリング）

清水駅前銀座商店街振興組合（静岡県静岡市）の事例［令和5年度］
～まちの将来像を妄想・可視化して共有し、それを実現するまちづくりプラットフォームづくりに取り組む事例～

ゴール設定

➢ 関係者の意識や知見向上によりまちづくり会社、商店街のこれからのビジョンを明確に可視化する。

➢ ワークショップを通じて主体や仲間の巻き込みを図る。

➢ 構想段階でのアウトプットを創出し、次年度より具体のアクションプラン検討に繋げていけるようにする。

背景と課題

◼ 駅前の大型店が閉店（H13丸井清水店、H27西友

清水店）し、商業機能の核を失うなど、ここ20～25

年間は賑わい減退の一途を辿り、近年では、近隣の

商店街が組織を解散するなど、歯止めがかからない

状況。

◼ 現状を改善しようと、毎月様々なイベント開催・場所

の提供をし、商店街への来街のきかっけづくりを行って

いる。

◼ 昨年度ワークショップの成果として、民間ま

ちづくり会社が設立され、行政においても調

査事業委託を行うなど、今後の動きが期待さ

れている。

・名称：清水駅前銀座商店街振興組合
・加盟店舗数：76店舗
・空店舗：17店舗

課題の再整理・明確化

①商店街とまちづくり会社の連携ができていない
・商店街役員を中心にまちづくり会社が設立されたが、商店街の相互連携などの形、仕組みが見えてこない。

・商店街としても、将来ビジョンなどがなくイベントなどに追われていることもあり、人材手数が足りていな
い。

・商店街内の連携、新たな人材巻き込みについて不十分であり、将来像の共有や新たな巻き込みを図って体制
をより充実する余地がある。

②まちづくり会社の体制及び機能強化

・専従職員の不在等、組織が未成熟であり事業計画も具体的に描けていない。

・多様なプレイヤーや事業者を巻き込んでいき、動いていく仕組みづくりとともにそれをけん引していくまち
づくり会社の体制が確立されていない。

基礎情報

構想段階
計画策定
段階

ブラッシュ
アップ段階

実行段階 改善段階

目指したい姿

①新規出店者の増加による空き店舗の減少
②タウンマネージャーの設置、及び中長期のビジョンの策定
③商店街単体でなく周辺商店街やまちづくり会社と連携し、中心市街地全体の活性化

今年度のワークショップでは、特に空き店舗対策とタンマネージャー設置の部分について深めていきたい。

空き店舗対策・事業化サポート・商店街組織のあり方のサポート希望する支援



③各WSの内容

④今後の展望（WSを終えて）

【第1回】

・商店街とまちづくり会社の関係性について、山形市の事例を学び、清水にお

ける商店街とまちづくり会社の現状についての情報を共有した。

商店街（振興組合）とまち会社との連動制の重要性を確認した。

【第2～5回】

・ビジョンマップの事例紹介やまち歩きの視点のレクチャーを行ったうえでま

ち歩きを実施し、それぞれの視点で現在の商店街の魅力を見つけ、整理した。

・将来の商店街にあったらいいなと思うものを妄想し、近未来マップを作成。

・近未来マップをもとに、まちの未来ビジョンをまとめたペーパー作成のため

の編集部を参加者の中からメンバーを募り、立ち上げた。

まちづくり会社・商店街の目指したい姿は、事業主も消費者も来街者もチャ

レンジできる、参加できる場所であること、それを応援するプラットフォー

ムであること。

アクションプラン

１．組合員の商店街活動への参画促進
①情報共有の仕組みづくりとプレーヤーの発掘
商店街内外の人材や活動の取り組みを積極的に発掘、受け入れしていくこと

から商店街への関係性を深めるとともに、出店者（組合員）なども増やす。

②プラットフォームを活用した合意形成の仕組みづくり
まち会社との連動制を意識して、課題解決・企画運営の属人化を解消できる

ように下地をつくる。役割分担を明確化していきながら、関係者やプレイヤー
の主体的な取り組みを進めていくエリアとしてのコンセンサスを図り、話し合
え、一部の人間だけに負荷がかからないようプラットフォームの土台を形作っ
ていく

２．インバウンド対策事業
まち会社と連動し、各店舗でのインバウンド対策を図り、各店舗の収益増、商
店街の価値上昇を目指す

WSの参加者等：清水駅前銀座商店街、清水銀座商店街、地域事業者、静岡市（商業労政課・都市整備課・子ども未来課）、静岡商工会議所

◆ コーディネーター：タウンマネージャー経験があり、地域のコンセプトやまちづくりのストーリーづくりの実践をしている専門家（まちづくりコンサルタント）
◆ 専門家A：商店街とまちづくり会社双方の運営に携わり、事業等の立ち上げ、組織運営における実績がある専門家（まちづくり会社取締役）
◆ 専門家B：地域のビジョンマップ作成に向け、まち歩きの指導や可視化するためのテクニックを提供できる専門家（イラストレーター）

【第5～６回】

・商店街、まちづくり会社の取組みのすみわけと連携のありかたや事業展開に

ついて、それぞれの理念や役割について学んだ。

行政からの事業受託を目的にするのではなく、自分たちがしたいことを実現

するために周囲の理解を得ることの大切さを確認。

今回のWSにおいて作成され

たエリアの未来ビジョンをは

じめ、共有すべき情報が共有

され、まちづくり会社と商店

街が役割分担をしたうえで相

互に連携し、そのビジョンに

向かった取り組みにつながる

ような合意形成が必要となる。

行政とまちづくり会社の連

携事業をきっかけに持続可能

なまちづくりのプラット

フォームとして機能させてい

く。


	スライド 0
	スライド 1

